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第４号様式（第１０条関係） 

会 議 録 （要 旨）  

会 議 名 令和７年度第１回武蔵村山市子ども・子育て会議 

開 催 日 時 令和７年７月２９日（火）午後７時から午後７時３５分まで 

開 催 場 所 武蔵村山市役所３階 ３０１会議室 

出 席 者 及 び

欠 席 者 

出席者：木村会長、荒井副会長、若山委員、夏井委員、押本委員、 

髙橋委員、田中委員、原田委員、前田委員 

欠席者：高山委員、矢﨑委員、細谷委員、杉原委員、亀田委員、 

小川委員 

事務局：子ども家庭部長、子ども政策課長、子ども育成課長、子ども

政策課子ども政策係長 

議 題 開設（移行）予定の認定こども園について 

結 論 

（決定した方針、残

された問題点、保留

事項等を記載す

る。） 

議題について 

 原案のとおり決定する。 

 

その他 

 次回の会議については、１０月頃を予定している。日時等の詳細に

ついては、改めて通知する。 

審 議 経 過 

（主な意見等を原

則として発言順に

記載し、同一内容は

一つにまとめる。） 

 

（発言者） 

◎印＝委員長 

○印＝委員 

●印＝事務局 

１ 開会 

 

２ 議 題 

  開設（移行）予定の認定こども園について 

―事務局から開設（移行）予定の認定こども園について説明― 

 

＜質疑・応答＞ 

○ 認定こども園への移行に伴う改修について説明があったが、具

体的には３、４、５歳の人数が増えるため、３、４、５歳の保育

室の必要面積が増えるという意味での改修なのか伺いたい。 

● 基本的には定員が１名だけ増えるような状況であり、建物上の

面積が変わるといったことはない。 

資料１の改修後平面図（２階）を見ていただきたいが、資料上

では、５歳児保育室１部屋と４歳児保育室２部屋が縦に並んでい

ると思うが、現状（改修前）はこの部分がホールとなっているた

め、ここを保育室として設置することとなる。 

また、資料上だとその右側に５歳児保育室がもう１部屋設置さ

れているが、現状は３歳児保育室となっているため、改修後はこ

こを５歳児として設定することとなる。 

さらに、改修後平面図の１階について、３歳児保育室が２部屋

あるかと思うが、ここは現状だと５歳児と４歳児の保育室になっ

ているため、それを３歳児保育室として設置することとなる。な

お、それに合わせて、床面を改修するという話を伺っている。 

いずれにしても、建物上の面積は変わらないが、５歳児と４歳

児の部屋の面積は若干増えることとなる。 

○ 参考までに伺うが、認可保育園としての内容変更は別にやるの

か。 

● 東京都に内容変更の届け出をする形になる。 

◎ 認可承認が９月末までに出て、開設は１０月からとのことだ

が、新たな園児たちの募集などはどのようなスケジュールで対応
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していくのか伺いたい。 

● 施設改修が８月末までに完了する予定となっており、それ以降

に園のほうから募集をかける予定だと伺っている。なお、一部の

保護者や近隣の方からお問い合わせは既に何件かいただいてい

る状況だと伺っている。 

○ 資料１の利用定員の表をみると、３歳以降保育と幼児保育との

２本立てのような印象を受けるが、３歳以降はいわゆる保育と幼

児教育が別立てになるのか、それとも、保育と幼児教育が一緒に

なったプログラムになるのか伺いたい。 

● 保育と幼児教育では時間が異なる。幼稚園では４時間までと

なっている。保育所では保育要件が必要となる。 

  カリキュラムは基本的には保育と幼児教育で同じとなる予定

であるが、時間の違いがあるという状況である。 

○ 保護者の希望によって振り分けるようなイメージか。 

● 保護者の希望というよりは、保育機能の部分については保育の

要件がないと入所できないため、市で保育要件を確認して、入所

決定をしている。また、幼児教育については保育の要件は必要な

いので、直接園に申し込んでもらうこととなる。なお、無償化に

当たっては認定行為が必要なので、あくまでも認定をしたのちに

入園申し込みをしていただくこととなる。 

○ ３、４、５歳の幼児教育について、５人ずつ入れるかと思うが、

この子たちは午後２時までの保育になるなのか。 

● 基本的に幼児教育は４時間となっているが、延長保育を予定し

ているので、保護者の方から要望があった場合は、料金は別途か

かるものの、保育も用意している状況である。 

○ 子どもたちは、保育も幼児教育も分け隔てなく同じ部屋にいて

友達と遊んだり色々な活動をしたりして過ごすわけだが、例えば

５歳くらいになると午後に活動が入るということもある。そのよ

うなときに、幼児教育の５人については、５人集まるかどうかは

別として、午後については２時までしか受けられないといった、

保育サービスの内容に違いが出てくるという心配があるだろう

と思う。 

  午後２時以降の預かり保育の中でうまくクリアできれば良い

のだが、子どもたちにとってその辺の違いがないように、保育と

幼児教育のバランスがしっかりと保たれる必要があると考える。 

  この定員についてはあくまで大人の都合であって、子どもたち

にとってはそこに境があってはならないのだろうと思う。 

◎ ３歳児、４歳児、５歳児の部屋が２つずつあるということは、

それぞれ２クラスずつあるという解釈か。 

● そのとおりである。 

◎ ５名の幼児教育の園児はどちらかのクラスに入るかと思うが、

先生は幼稚園教諭免許を持っていないといけないため、その５名

については１つのクラスに固めて配置することになるのか。 

● 基本的にはそのような形になると思われるが、混合して１つに

する可能性もある。その辺りについては、法人のほうで保育と幼

児教育の対応に違いが出ないよう留意しながら、運営していただ

けるものと認識している。 

○ お昼寝の時間は設けているのか。 

● 歳児によっては午睡の時間は設けているかと思う。 

○ その場合、幼児教育の子は起きていなければいけないというよ

うな違いが出てくるということか。 

● 幼児教育については、基本的に午睡の時間はないと認識してい

る。通常であれば昼食を食べた後、園バスもしくは送迎によって
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帰宅するという認識である。 

 

３ 報告事項 

  武蔵村山市子ども・子育て会議条例の一部改正について 

 ―事務局から武蔵村山市子ども・子育て会議条例の一部改正につい

て説明― 

 

＜質疑・応答＞ 

◎ 改正前は第２条２項において、「市長に意見を述べることがで

きる」という規定があるが、改正後についてはこの部分は削除さ

れるのか。 

● 改正後の第２条に「市長に意見を述べるものとする」という規

定があり、これが第２条各号全体にかかる形となっている。 

 

４ その他 

 ⑴ 次回会議の開催日程について 

● 現在の委員の皆様については、委員の任期が８月末をもって満

了する。この任期中には子ども計画の策定について会長、副会長

をはじめとして、委員の皆様には様々な立場から、その知見をい

ただき長期間に渡り熱心に御審議いただき感謝申し上げる。 

   ９月からは新しい委員構成の下、再始動という形になるが、こ

れまでに引き続き、委員として参加いただける方もいるので、引

き続きよろしくお願い申し上げる。 

   次回の会議については、１０月頃を予定している。日時等の詳

細については、決まり次第通知させていただく。 

 

＜質疑・応答＞ 

 特になし。 

 

 ⑵ その他 

  特になし。 

 

５ 閉会 

 

会議の公開・非

公 開 の 別 

☑公 開              傍聴者：  ０  人 

□一部公開 

□非 公 開 

 ※一部公開又は非公開とした理由 

 

 

 

 

 

会議録の開示・非

開 示 の 別 

☑開 示 

□一部開示（根拠法令等：                ） 

□非 開 示（根拠法令等：                ） 

 

庶 務 担 当 課 子ども家庭部 子ども政策課 （内線：１７５ ） 

（日本産業規格Ａ列４番）  


